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表紙-黄色い帽子
令和8年度事業計画・予算、アンケート結果
「子ども食堂」から「地域食堂」へ
やってみよう！手話、千々石老人福祉センター橘荘、寄附
日本赤十字社活動資金・奉賛金、法律相談

社会福祉法人　雲仙市社会福祉協議会

そ
れ
は
、

た
だ
の
帽
子
じ
ゃ
な
い
。

見
守
る
黄
色
。

見
守
る
未
来
。

新入学児童黄色い帽子配付事業
6ページに記事掲載



社会福祉法人 雲仙市社会福祉協議会

　

地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
社
会

的
孤
立
の
進
行
に
加
え
、
生
活
困
窮
や
日
常
生
活
の
支
援
を
必
要
と
す

る
方
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
る
な
ど
、
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、「
地
域
福
祉
の
推
進
」
を
使
命
と
し
、
市
民
の
皆
様

を
は
じ
め
、
自
治
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
法
人
、
企

業
、
各
種
団
体
等
と
と
も
に
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
「
第
４
期
雲
仙
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活

動
計
画
」
及
び
「
第
２
期
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
基
盤
強
化
計
画
」

の
策
定
年
に
あ
た
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
や
関
係
団
体
か
ら
の
ご
意
見
、

本
会
が
把
握
し
て
い
る
地
域
課
題
を
集
約
・
協
議
し
、「
助
け
合
い
、

支
え
合
い
で
育
む　

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
雲

仙
市
と
協
働
し
て
計
画
策
定
を
推
進
し
ま
す
。

　

本
会
は
次
の
基
本
事
項
を
掲
げ
、
組
織
内
の
連
携
と
専
門
性
を
さ
ら

に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
・
協
働
を
図
り

な
が
ら
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令和 8 年度予算

収入
327,188
（千円）

令和 8 年度予算

支出
327,188
（千円）

会費・寄附金収入 1.7％
5,430（千円）

補助金収入 30.3％
99,156（千円）

受託金収入 20.8％
67,971（千円）

貸付事業収入 0.6％
2,000（千円）

人件費支出 47.4％
154,927（千円）

事業費支出 7.4％
24,108（千円）

事務費支出 5.5％
17,854（千円）

貸付事業支出 0.6％
2,000（千円）

予備費 0.3％
1,000（千円）

その他の活動による
　　　  支出 37.7％
123,294（千円）

助成金支出 1.1％
3,480（千円）

固定資産取得支出 0.2％
525（千円）

事業収入 2.7％
8,944（千円）

負担金収入 0.4％
1,296（千円）

前期末支払資金残高 0.3％
1,100（千円）

その他の活動による
　　　　　収入 39.7％
129,766（千円）

その他の収入 0.1％
300（千円）

雲仙市地域福祉計画・雲仙市地域福祉
活動計画に基づいた事業の推進

１

地
域
福
祉
推
進
に
向
け
た
基
盤
の
強
化

① 

会
員
制
度
の
理
解
と
加
入
の
促
進

② 

組
織
基
盤
の
強
化

2

地
域
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

◎ 

雲
仙
市
地
域
福
祉
計
画
・
雲
仙
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
及
び

　 

基
盤
強
化
計
画
に
つ
い
て

◎ 

雲
仙
市
地
域
福
祉
計
画
・
雲
仙
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
の

　 

基
本
目
標
達
成
の
た
め
の
事
業
の
推
進

　
　
①
包
括
的
な
支
援
体
制
の
基
盤
づ
く
り

　
　

②
地
域
で
支
え
合
い
、
助
け
合
う
仕
組
み
づ
く
り

　
　

③
安
心
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り

　
　

④
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

その壱！

①包括的な支援体制の基盤づくり

　◆福祉総合相談事業

　◆広報啓発活動の推進

　◆福祉教育等支援事業

▶
社
会
福
祉
大
会

　

社
会
福
祉
の
発
展
に

　

功
績
の
あ
っ
た
あ
っ

　

た
方
の
表
彰

▶
福
祉
教
育

　

体
験
学
習

　

福
祉
講
話

　

指
導
者
の
育
成

　

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　

障
が
い
が
あ
る
人
も

　

な
い
人
も
み
ん
な
が

　

一
緒
に
楽
し
め
る
日

　

帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

◀
日
帰
り
福
祉
旅

令和 8 年度

事業計画・予算

02



その弐！
②地域で支え合い、
　助け合う仕組みづくり
　◆ボランテイアセンター整備事業
　◆ふれあい・いきいきサロン事業
　◆地域福祉活動団体支援事業
　◆小地域活性化活動振興事業

　◆長崎県共同募金会雲仙市支会
　　事務局運営
　◆雲仙市戦没者慰霊奉賛会事務局運営
　◆雲仙市連合遺族会事務局運営
　◆日本赤十字社長崎県支部雲仙市地区
　　事務局運営
　◆各種福祉団体の事務支援と連携強化
　◆指定管理施設の適正な管理・運営

その四！
④安全で安心して暮らせる地域づくり
　◆災害対策支援の推進

　◆法人後見事業
　◆成年後見制度利用促進に係る中核
　　機関業務

その参！
③安心して福祉サービスを
　　　　利用できる環境づくり
　◆生活支援体制整備事業
　　（生活支援・就労的活動支援）

　◆認知症高齢者等見守りネットワーク
　　推進

　◆新入学児童黄色い帽子配付事業
　◆支援対象児童等見守り強化事業
　◆視覚障害者生活訓練事業

　◆手話通訳者設置事業
　◆福祉用具等貸出事業
　◆日常生活自立支援事業
　◆日常的金銭管理サービス事業
　◆会福祉資金貸付事業
　◆生活福祉資金貸付、臨時特例つなぎ
　　資金貸付事務
　◆緊急食料支援事業
　◆食糧等支給事業

◀小地域活性化活動振
　興事業を活用した高
　田自治会（瑞穂町）、
　地域食堂

◀「居場所づくり」を
　目指した研修会
　「それいば」の開催。

◀普段は点字の触読訓練や白
　杖を使った歩行訓練等を行
　いながら、年に数回研修も。
　写真は橘神社の大門松。

中学生や地域の方と一緒に
高齢者等見守り声かけ訓練▶

◀More リアル防災
　サバイバルキャンプ
　災害発生から避難所生
　活、炊き出し訓練まで。

令
和
８
年
度
事
業
実
施
に
向
け
た

ア
ン
ケ
ー
ト
～
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

求
め
る
も
の
と
は
？
～
結
果
報
告

Ｑ
１
本
会
に
重
点
的
に
行
っ
て
ほ
し
い　

分
野
は
ど
の
分
野
で
す
か
。

　

（
複
数
回
答
可
）…

件
数

Ｑ
２
自
由
記
述
（
抜
粋
：
左
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
全
て
の
回
答
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
）

▼
居
場
所
作
り
、
不
登
校
の
子
に
限
ら
ず
、
色
ん
な
世
代
が
集
え
る
サ
ロ
ン
的
な
場
所
が
あ

　

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
行
っ
た
ら
誰
か
と
話
せ
る
、
時
に
は
も
の
づ
く
り
や
講
演
な

　

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
、
多
世
代
の
人
と
関
わ
れ
る
よ
う
な
そ
ん
な
場
所
が
ほ
し
い
。

▼「
気
軽
に
相
談
で
き
る
存
在
」
で
い
て
も
ら
え
る
こ
と
が
一
番
あ
り
が
た
い
な
と
感
じ
て
い

　

ま
す
。
困
っ
た
と
き
に
最
初
に
思
い
浮
か
ぶ
場
所
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
つ
な
が
れ

　

る
安
心
感
が
あ
る
と
、
地
域
の
人
た
ち
も
心
強
い
と
思
い
ま
す
。

▼
社
協
に
は
行
政
で
は
手
の
届
か
な
い
細
か
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　

（
行
政
と
も
連
携
し
な
が
ら
）

▼
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
、
悩
ん
で
い
る
人
、
そ
し
て
、
そ
う
い
う
時
に
声
を
出
せ
な
い
人

　

に
寄
り
添
え
る
、
声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
弱
い
人
に
ど
こ
ま
で
も
優
し
い
雲
仙
市

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
社
協
の
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
、
細
や
か
で
温
か
い
支
援
を
し

　

て
く
だ
さ
る
の
で
、
ど
れ
も
差
は
な
く
、
選
び
難
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
た
め
一
人
当
た
り
の
負
担
が
大
き
く
、
職
員
不
足
で
は
な

　

い
の
か
が
心
配
に
な
る
く
ら
い
で
す
。
可
能
な
ら
ば
職
員
を
増

　

や
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
誰
も
が
頼
れ
る
社
協
さ
ん
で
あ
っ
て

　

ほ
し
い
で
す
。
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高
齢
者
福
祉
部
門

障
が
い
者
福
祉
部
門

児
童
福
祉
部
門

ひ
と
り
親
家
庭
等
支
援
部
門

こ
ど
も
食
堂
・
地
域
食
堂
支
援
部
門

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門

地
域
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
部
門

助
成
金
部
門

団
体
支
援
部
門

募
金
活
動
部
門

困
窮
世
帯
支
援
部
門

権
利
擁
護
部
門

災
害
対
策
部
門

タブレットや
スマートフォン等で

読み取り、ご覧ください
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千
々
石
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
橘
荘

ご
利
用
の
ご
案
内

千
々
石
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
橘
荘

ご
利
用
の
ご
案
内

　

千
々
石
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
橘
荘
は
、

一
般
の
方
に
各
部
屋
を
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
料
等
に
つ
き
ま

し
て
は
以
下
の
通
り
で
す
。

▼
集
会
室　
　
　

３
０
０
円
／
１
時
間

　

（
80
畳
）

▼
２
階
和
室　
　

１
０
０
円
／
１
時
間

　

（
10
畳
２
間
）

※

空
調
利
用
の
場
合
は
、
別
途
空
調
利
用

　

料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

2 階和室集会室

北

千々石老人福祉センター橘荘
見取り図

04

2 階和室

集会室

視覚障害者生活訓練事業

お気軽にご相談ください
雲仙市社会福祉協議会　0957-37-2855

視
覚
に
障
が
い
の

　
　

あ
る
方
へ
の
支
援

　

本
会
で
は
、
雲
仙
市
か

ら
委
託
を
受
け
、
視
覚
に

障
が
い
の
あ
る
方
の
日
常

生
活
に
必
要
な
訓
練
と
指

導
を
行
う
「
視
覚
障
害
者

生
活
訓
練
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
実
施
予
定

　
　
　

（
４
月
～
９
月
）

令
和
８
年
４
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　

４
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　

４
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　

５
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

５
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　

５
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　

６
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　

６
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　

６
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　

７
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　

７
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　

７
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　

８
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　

８
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

８
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　

９
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　

９
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　

９
月
30
日
（
水
）

日
常
生
活
の
向
上
を

　
　
　

目
指
し
た
訓
練

①
点
字
触
読
訓
練

②
白
杖
を
使
用
し
た
歩
行

　

訓
練

③
交
流
会

④
視
察
研
修

⑤
そ
の
他

利
用
者
の
声

▼
少
し
ず
つ
で
す
が
、
点
字
が

読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
こ
こ
に
来
る
と
同
じ
仲
間
が

い
て
前
向
き
に
な
れ
ま
す
。▼
視

察
研
修
や
イ
ベ
ン
ト
等
も
あ
り

毎
回
が
楽
し
い
で
す
。▼
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。▼
毎
回
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

ミュージックフェスタ
in えんがわ

事務室 事務室 バルコニー

事
務
室

WC

WC

小さな点字を指先で読むということは
とっても難しいんですよ

◀何と書いてあるでしょう
　読んでみてください。



05

仲
間

「
つ
な
ぐBANK

う
ん
ぜ
ん
」
の

を
つ
な
ぐ

食うんぜん

　

本
会
が
支
援
対
象
児
童
等
見
守
り
強

化
事
業
の
一
環
で
「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ

う
ん
ぜ
ん
」
と
し
て
行
っ
て
い
る
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら

食
材
等
を
提
供
し
て
頂
い
て
い
ま
す
の

で
紹
介
し
ま
す
。令

和
８
年
２
月
～
３
月

□ 

平
野
唯
弘　

様

□ 

栗
原
賢
二　

様

□ 

株
式
会
社
ア
ム
ザ　

様

□ 

Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ　

様

□ 

株
式
会
社
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ　

様

□ 

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
雲
仙
吾
妻
店　

様

□ 

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
雲
仙
愛
野
店　

様

□ 

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
雲
仙
千
々
石
店　

様

□ 

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
雲
仙
小
浜
マ
リ
ー
ナ
店　

様

□ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
愛
野
展
望
台
店　

様

□ 

安
勝
寺　

様
（
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
）

□ 
雲
仙
市
青
少
年
子
ど
も
育
成
会
議
吾
妻
支
部　

様

□ 
雲
仙
市
青
少
年
子
ど
も
育
成
会
議
愛
野
支
部　

様

□ 

環
境
政
策
課

□ Amazon
「
み
ん
な
で
応
援
」

　
　

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
協
力
者　

様

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
近
、
こ
ど
も
食
堂
と
い
う
名
前

を
聞
く
こ
と
が
多
く
な
り
、
雲
仙
市

社
会
福
祉
協
議
会
で
も
「
地
域
食
堂

あ
な
た
の
知
ら
な
い
レ
ス
ト
ラ
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
こ
と

は
、
こ
ど
も
食
堂
は
、
お
金
が
な
く

て
困
っ
て
い
る
家
庭
を
助
け
る
場
所

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
で
は
、
も
っ

と
広
い
意
味
を
も
っ
た
地
域
食
堂
と

し
て
形
を
変
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
こ
ど
も
食
堂
が
始
ま
っ

た
頃
は
、
ご
は
ん
を
食
べ
る
の
が
難

し
い
子
ど
も
た
ち
を
助
け
た
い
と
い

う
思
い
で
こ
ど
も
食
堂
を
運
営
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
続
け
て
い
か
れ
る

う
ち
に
、
来
る
人
た
ち
の
顔
ぶ
れ
が

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
学

校
か
ら
帰
っ
て
一
人
で
過
ご
す
子
、

家
で
は
な
か
な
か
話
し
相
手
が
い
な

い
高
齢
者
、
地
域
の
こ
と
を
知
り
た

い
若
い
人
、
子
育
て
中
で
ち
ょ
っ
と

疲
れ
て
し
ま
っ
た
お
母
さ
ん
や
お
父

さ
ん
。
い
ろ
ん
な
人
が
こ
こ
に
来
る

と
ホ
ッ
と
す
る
と
言
っ
て
集
ま
る
よ

う
な
場
所
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
気
づ
か
れ
た
こ
と
。

　

こ
ど
も
食
堂
は
、
み
ん
な
の
居
場

所
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　

ご
は
ん
を
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
宿
題
を
見

て
も
ら
っ
た
り
、
地
域
の
人
と
仲
良

く
な
っ
た
り
、
年
齢
も
立
場
も
関
係

な
く
、
誰
で
も
安
心
し
て
い
ら
れ
る

空
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
、
困
っ

て
い
る
人
だ
け
が
来
る
場
所
で
は
な

く
、
誰
も
が
気
軽
に
来
る
こ
と
が
で

き
る
場
所
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で

す
。
だ
か
ら
今
、
多
く
の
こ
ど
も
食

堂
は
地
域
食
堂
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
貧
困
支
援
と
い
う
以
前

の
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
人

が
つ
な
が
り
、
助
け
合
い
、
笑
い
合

え
る
場
所
を
つ
く
る
活
動
へ
と
形
を

変
え
、
広
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

地
域
食
堂
は
、
特
別
な
人
の
た
め

の
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た

の
た
め
の
場
所
で
あ
り
、
友
だ
ち
の

た
め
の
場
所
で
あ
り
、
み
ん
な
の
た

め
の
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
誰
か
が

誰
か
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ

で
み
ん
な
が
自
然
と
支
え
合
え
る
、

そ
ん
な
暖
か
い
場
所
な
の
で
す
。

　

今
回
か
ら
、
あ
な
た
の
知
ら
な
い

レ
ス
ト
ラ
ン
も
、
こ
ど
も
地
域
食
堂

か
ら
地
域
食
堂
に
、
名
称
を
変
更
し

た
理
由
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る

居
場
所
が
、
雲
仙
市
で
も
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

つなぐBANKうんぜん
２カ月に１度、フードバン
クとして支援に活用します

セブン -イレブン雲仙愛野店
市内のセブン -イレブン及び
ファミリーマート各店舗にて
フードドライブ実施中です

地域でも活用
本会が行う「あなたの知らな
いレストラン」でも活用して
います

「
こ
ど
も
食
堂
」
か
ら

「
地
域
食
堂
」
と
い
う
名
の
居
場
所
へ



やってみよう！手話！～みなさんも「手話」にチャレンジしてみませんか～

№
50
№
50

№
51
№
51

令和４年５月発行の Vol.109 より 「やってみよう！手話」 を掲載していますが、 今号よりナンバーを通し番号に統一します。

昭和平成

新
入
学
児
童
黄
色
い
帽
子
配
付
事
業

　
黄
色
い
帽
子
を

　　　　
配
付
し
ま
し
た

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
助
成
金
を
財

源
と
し
て
、
令
和
８
年
度
の
雲
仙
市
内

16
の
小
学
校
及
び
島
原
特
別
支
援
学
校

南
串
山
分
教
室
に
入
学
す
る
児
童
に
対

し
て
、
２
９
５
個
の
黄
色
い
帽
子
を
配

付
し
ま
し
た
。

　

車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
を
運
転
す
る

皆
さ
ん
、
登
下
校
の
時
間
等
、
黄
色
い

帽
子
を
か
ぶ
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
見
か

け
た
ら
、
な
お
一
層
の
安
全
運
転
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

表紙の
記事

福
祉
教
育
の
ご
案
内

　

地
域
の
す
べ
て
の
人
が 

福
祉
を
自

分
ご
と
と
し
て
理
解
し
、
行
動
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
福
祉
教
育
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
学
校
の
他
、
自
治
会
を

主
体
と
し
た
地
域
住
民
や
企
業
、
団
体

等
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
際
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

内
容
（
抜
粋
）

　

▼
福
祉
講
話
▼
福
祉
体
験
▼
そ
の
他

（
高
齢
社
会
体
験
ゲ
ー
ム
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
コ
ー
ピ
ン
グ
、
防
災
関
係
等
） 
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①②

①

②

①手の平を下に向け水平に置く。
②そのまま内側から外側に動かす。

☆平成の「平（たいら）」な様子を
　表現しています。

①親指と人差し指を向かい合わせにして、幅を
　広げて伸ばし、首元に充てる。
②首に沿って前方に動かす

☆昭和に流行した、学生服等の
　高い襟（カラー）を表現して
　います。

　

雲
仙
市
に
お
け
る
地
域
福
祉
に
活
用

す
る
た
め
に
、
生
命
保
険
協
会
長
崎
県

協
会
様
よ
り
、
福
祉
巡
回
車
を
ご
寄
附

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

よ
り
一
層
質
の

高
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
最
大

限
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

生
命
保
険
協
会　
長
崎
県
協
会　
様

　
福
祉
巡
回
車
の
ご
寄
附

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

わ
た
し
は
、

き
ょ
う
か
ら

い
ち
ね
ん
せ
い
。

きいろいぼうしを

ありがとう！

大
切
に

活
用
し
ま
す



　
◆ 

宮
　
﨑
　
洋
　
光　

様　

伊
古

　
　
　
　

故 

佐
々
木
貴
義　

様

　
◆ 

尾
　
﨑
　
謙
一
郎　

様　

栗
林

　
　
　
　

故 

尾
﨑　

百
合　

様

　
◆ 

竹
　
田
　
貞
　
明　

様　

河
内

　
　
　
　

故 

竹
田
ミ
ス
ヨ　

様

　
◆ 
長
　
田
　
幸
　
男　

様　

高
田

　
　
　
　

故 

長
田
カ
ツ
コ　

様

　
◆ 
松
　
本
　
伸
　
也　

様　

夏
峰

　
　
　
　

故 
松
本　

義
光　

様

　
◆ 

小
　
田
　
涼
　
子　

様　

岡

　
　
　
　

故 

小
田　

孝
雄　

様

　
◆ 

平
　
田
　
良
　
孝　

様　

河
内

　
　
　
　

故 

平
田　

芳
子　

様

吾
妻
支
所

　
◆ 

馬
　
渡
　
　
　
勉　

様　

大
熊
一

　
　
　
　

故 

馬
渡
テ
ル
ヨ　

様

　
◆ 

田
　
口
　
兼
　
三　

様　

牛
口
四

　
　
　
　

故 

田
口
キ
ク
ノ　

様

　
◆ 

本
　
多
　
好
　
史　

様　

吹
ノ
原

　
　
　
　

故 

本
多　

弥
覚　

様

　
◆ 

清
　
田
　
憲
　
一　

様　

牛
口
三

　
　
　
　

故 

清
田　

郁
代　

様

　
◆ 

平
　
野
　
康
　
夫　

様　

中
阿
母

　
　
　
　

故 

平
野　

惠
子　

様

　
◆ 

宮
　
﨑
　
英
　
明　

様　

中
阿
母

　
　
　
　

故 

宮
﨑　

良
子　

様

　
◆ 

小
　
川
　
貴
　
義　

様　

栗
林

　
　
　
　

故 

小
川　

吉
彦　

様

　
◆ 

松
　
田
　
奈
　
美　

様　

河
内

　
　
　
　

故 

松
田　

英
樹　

様

　
◆ 

馬
　
場
　
洋
　
子　

様　

栗
林

　
　
　
　

故 

馬
場　
　

保　

様

　
◆ 

植
　
木
　
雅
　
男　

様　

牛
口
東

　
　
　
　

故 

植
木　
　

學　

様

　
◆ 

植
　
田
　
光
　
枝　

様　

中
阿
母

　
　
　
　

故 

植
田　
　

要　

様

　
◆ 

羽
　
山
　
勝
　
弘　

様　

横
田

　
　
　
　

故 

岩
永
コ
ユ
キ　

様

　
◆ 

本
　
多
　
伸
　
也　

様　

大
熊
一

　
　
　
　

故 

本
多　

利
晃　

様

愛
野
支
所

　
◆ 

泉
　
　
　
　
　
徹　

様　

浜
口

　
　
　
　

故 

泉　
　

房
子　

様

　
◆ 

木
　
戸
　
秀
　
美　

様　

川
端

　
　
　
　

故 

木
戸　

自
桂　

様

千
々
石
支
所

　
◆ 

吉
　
岡
　
美
由
紀　

様　

八
ヶ
島

　
　
　
　

故 
吉
岡　

勝
己　

様

　
◆ 

西
　
尾
　
和
　
子　

様　

白
津

　
　
　
　

故 

西
尾　

英
明　

様

皆
様
か
ら
の
寄
附
金
は
、

雲
仙
市
の
地
域
福
祉
活
動
の

財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
寄
附
金
は
、

雲
仙
市
の
地
域
福
祉
活
動
の

財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
附
は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

3月 31日

令和8年

2月 1日
～

小
浜
支
所

　
◆ 

進
　
藤
　
貞
　
子　

様　

山
ノ
上

　
　
　
　

故 

進
藤　
　

拓　

様

　
◆ 

鵜
　
殿
　
　
　
勝　

様　

脇
浜

　
　
　
　

故 

鵜
殿
壽
満
子　

様

　
◆ 

西
　
山
　
美
枝
子　

様　

南
湯
ノ
崎

　
　
　
　

故 

中
田　

宗
男　

様

　
◆ 

茂
　
　
　
洋
　
子　

様　

茂
尾

　
　
　
　

故 

藤
本　

昭
信　

様

　
◆ 

吉
　
田
　
恵
　
子　

様　

加
美

　
　
　
　

故 

吉
田　

義
之　

様

　
◆ 

菊
　
池
　
ル
ミ
コ　

様　

北
野

　
　
　
　

故 

菊
池　

哲
生　

様

　
◆ 

田
中
　
一
夫　

様　

下
山
領

　
　
　
　

故 

田
中　
　

清　

様

南
串
山
支
所

　
◆ 

冨
　
永
　
義
　
彦　

様　

西
浜

　
　
　
　

故 

冨
永
富
貴
惠　

様

　

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の
ご
厚
情

に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、
同

意
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
香
典
返
し
寄
附

国
見
支
所

　
◆ 

宮
　
本
　
明
　
典　

様　

篠
原

　
　
　
　

故 

宮
本
キ
ミ
ヱ　

様

　
◆ 

平
　
田
　
政
　
文　

様　

小
路

　
　
　
　

故 

平
田
フ
ミ
エ　

様

　
◆ 

松
　
田
　
芳
　
人　

様　

川
原
田

　
　
　
　

故 

松
田
キ
サ
コ　

様

　
◆ 

前
　
田
　
孝
　
志　

様　

今
出

　
　
　
　

故 

前
田
ナ
ツ
エ　

様

　
◆ 

三
　
浦
　
正
　
博　

様　

船
津
中
央

　
　
　
　

故 

三
浦
ト
シ
ヨ　

様

　
◆ 

松
　
手
　
一
　
義　

様　

南
下
原

　
　
　
　

故 

松
手
美
代
子　

様

　
◆ 

塩
　
田
　
昭
　
浩　

様　

北
下
原
西

　
　
　
　

故 

塩
田
シ
ゲ
ヨ　

様

　
◆ 

小
　
田
　
伸
　
吾　

様　

南
下
原

　
　
　
　

故 

小
田　

克
己　

様

　
◆ 

酒
　
井
　
信
　
子　

様　

南
下
原

　
　
　
　

故 

小
田　

岩
夫　

様

瑞
穂
支
所

　
◆ 

岩
　
永
　
雅
　
之　

様　

岡

　
　
　
　

故 

岩
永　

德
子　

様

ありがとうございました
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社会福祉法人

雲仙市社会福祉協議会
http://unzenshakyo.net/

〒854-0405
長崎県雲仙市千々石町戊 762 番地
 TEL 0957-37-2855  FAX 0957-37-2564

国見支所　　TEL 0957-78-0596　瑞穂支所　　TEL 0957-77-3670　吾妻支所　　TEL 0957-38-3511
愛野支所　　TEL 0957-36-0071　千々石支所　TEL 0957-37-2755　小浜支所　　TEL 0957-75-0620
南串山支所　TEL 0957-88-2143

先着順で予約を受け付けていますので、お早めにご予約ください。
弁護士が抱えている案件の都合上、相談を受けることができない場合もあります。

雲仙市社会福祉協議会

広報誌に掲載した写真を差し上げます。事業企画課（0957-37-2855）までご連絡ください！
※対象外の写真もあります。

生活上の法律問題について、
弁護士が無料で相談に応じます。
秘密は固く守られます。弁護士相談のご案内

小浜
老人福祉センター

←諫早方面 南串山方面→
小浜総合支所

バスターミナル○
○

○

JAガソリン
スタンド ■

ココ

-小浜支所-
雲仙市小浜町北本町14番地3

0957-75-0620

愛野
保健福祉センター

-愛野支所-
雲仙市愛野町乙493番地6

0957-36-0071

愛野小学校

雲仙市商工会 Aｺｰﾌﾟ 千々石方面→

←諫早方面

←吾妻方面

○
愛の夢未来センター

○
○

○

■

ココ

千々石
老人福祉センター橘荘

-千々石支所-
雲仙市千々石町戊762番地

0957-37-2855

千々石総合支所

千
々
石
第
一

小
学
校

JA
千々石SS 十八親和

銀行

日本郵便

諫
早
方
面
→

←
小
浜
方
面

○

○

○

○

○

専照寺○

■

ココ

▼

令和８年6月 4日（木）
担当弁護士

宮木　光　先生
▼

令和８年８月５日（水）
担当弁護士

曽場尾　雅宏　先生
▼

令和８年９月２日（水）
担当弁護士

宮木　光　先生

「
日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
」

「
長
崎
県
戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会
奉
賛
金
」

協
力
の
お
願
い

日本赤十字社活動資金
長崎県戦没者慰霊奉賛会

奉賛金
　

日
本
赤
十
字
社
は
、
毎
年
５
月

を
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
と
し
て
、

全
国
一
斉
に
活
動
資
金
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
赤
十
字
社

長
崎
県
支
部
雲
仙
市
地
区
に
お
き

ま
し
て
も
、
福
祉
推
進
員
（
自
治

会
長
）
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
活
動
資
金
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

▼
目
安
額

　
　

一
世
帯　

４
４
０
円

　

長
崎
県
戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会
で

は
、
各
世
帯
に
対
し
て
奉
賛
金
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

▼
目
安
額

　
　

一
世
帯　

６
０
円

雲
仙
市
で
の

「
活
動
資
金
」
の
使
わ
れ
方

　

雲
仙
市
内
で
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
「
活
動
資
金
」
は
、
定
め
ら
れ

た
基
準
で
（
割
合
）
で
交
付
金
と

し
て
雲
仙
市
地
区
に
交
付
さ
れ
ま

す
。
災
害
発
生
時
の
支
援
物
資
と

し
て
被
災
さ
れ
た
方
に
お
渡
し
す

る
他
、
市
内
各
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設

置
し
、
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

ま
た
、
日
赤
災
害
救

　
　
　
　

援
車
の
管
理
に
も
活
用

　
　
　
　

し
て
い
ま
す
。

雲
仙
市
で
の

「
活
動
資
金
」
の
使
わ
れ
方

　

雲
仙
市
内
で
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
「
長
崎
県
戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会

奉
賛
金
」
は
、
定
め
ら
れ
た
基
準

で
（
割
合
）
で
雲
仙
市
戦
没
者
慰

霊
奉
賛
会
に
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

雲
仙
市
か
ら
の
補
助
金
と
合
わ

せ
て
、
先
の
大
戦
に
お
い
て
平
和

の
礎
と
な
ら
れ
た
雲
仙
市
出
身
の

３
，
３
０
０
余
柱
に
感
謝
の
誠
を

捧
げ
る
べ
く
、
雲
仙
市
戦
没
者
追

悼
式
を
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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